
液 政 党 里 の 艶 碑
('三 年 生 )

畢東 和 】ンピック互射 すて藩の為覚 て､'ダ用途碑 に出かけま した｡敦賀の薦

讃養殖.三方の漸層象.光輝海津 .小栄の蛾 下町 .親電.茸の囁.良.月俸ち･り

嘉んの申船場峰山.藻後 に鳥取か氏 と山確の藩学線 患まわりま した｡
∫

山確 と聞け甘､裳は凍 しく.日永藩ば荒々 しいという和 泉皇帝 っ･ていま した

が 宵陳は遍 く漆短軸 ＼で放いて'､い空 し,た･ちj:うど山鹿等雨の磯で､したd)
でとめ河出も水が 旦竜て.､栗東の住民にLはうらやま しく帯えま した.

鳥取大の岩永巌.壕 .蒐筆の硬度ごん , 草野さんに大勢33度帝にPu.-りました.

耶 頻 席 次 凡 の 盤 根 (三卑の歌触 )
錘江:. 年 生)

す り ンビヅクてl､にぎわう釆貰 えあとに して私亀は絵群先生と那錦ヽ三適切ヽ

日の艶硬に出かけi Lr=.郡頒腐銑粗の地形_ 土地利府.郡碑硬水 .叢兼集

落の形憩え覚r=り.戦後の蹄祐貰,打地減 で大砲 登頂の孝から命裸の大風棟告

練合新発針轟芝圃いfとり. っいてに山で■常ひろいもしま した.密 は魯以上に

唱かヾ さえて虫束子ゑ食べたqj晩 夏歌 ったり.聴 兼の寧五億 しあったり薬 しい

縛乏過 しま した｡

減 免 衆 生 の 巡 検 (ニ 年 生)

4:月∫日に●出席 して.三才ヶ発 . 三ケ月 .東伯 ,高簡 東.東熊楓 ,伸男随 .
敵 紡.帝 ヶ峰 と過 りヱ した. 再凋りの甲に濃 く横たわる浜阜湖や.初 めて見

るZl-)Lや.雪の務ヶ峰か ら品える 嵐の横に盈在るアJLフ○スの嘩々に.私

選はすっかり魅了三九ヱ した .jeして又 .私渡の圃tLi,撃て､､ある体畳まブ則った

吟.食へ渦 の髄 乏したり.今 宮の塾硬はJすぼ'らしい素をヒ衆 しい寧恵か り

て＼､頻れ'TJど感 じ七nて′面白く行 ってさ3した.

九 州 返 歌 九 r施 温 敵 手

地雷帝の学生て'Lある奴に大成漁 りで､狩け.草薮 LL1敵硬の最後 は笹州で､した｡

池塊盈倉凝 しての予菅や革準のrT財が食柱.にも泉 鞍璽て●､あったため･解敵噂

にお叱 り星敷けB した｡どのfieLdもマ1プロノヾ スとよ役人 か'-絹で､し
たので大変 びっくり しま L乾｡コ-ス寝取渡か､いつも繁にな っていた親風か

ら廃 立I.3,人葛.夜児島 .鹿昼の鴫で､Lた . 変蟹は初 日--｡腎 にば轟琴の3

国華 は…rL､た･ 日田卑生〕 -40-


